
 
 
 
 
 

１ SNS(ソーシャル･ネットワーキング･サービス）に関係する事件 

  ・閉じ込め動画をツイッター投稿（2016 年 10 月） 

   岩手県立高校の野球部員とみられる生徒が，おりのような所に閉じ込め 

られている動画がインターネット上に流出していることが分かった。同校 

によると「閉じ込められた生徒は『いじめではなく，ふざけていた』と話 

している」などと説明している。 

  ・強豪空手部でいじめ 動画をＬＩＮＥ投稿（2016 年 11 月） 

   全国大会で優勝をしている，大阪の高校の空手道部で，３年生の複数の 

生徒が，同級生を殴るなどし，その様子を撮影した動画をＬＩＮＥに投稿 

していたことが分かった。学校は「いじめ」と認定し，空手道部の道場で 

の練習を一時休止し，いじめた側の生徒を停学処分とした。 

 

２ ＳＮＳ普及で危険増大 

  ■軽い気持ちが・・・ 

    県内では５月下旬，高校生が上級生から下級生に暴行する場面を撮影

した動画がＳＮＳを通じて流出，ネット上で拡散した。６月中旬には，

県内の中学校に爆弾を仕掛けたとするメッセージがネット上で見つかっ

た。県警が調べたが，爆発物は見つからなかった。 

    県教育委員会の公立学校を対象にした 2015 年度の「学校ネットパトロ

ール事業」では，問題のある書き込みや画像を 1293 件検出。名前や写真

など個人情報が全体の８割を占めた。学校関係者によると，入社試験の

合格通知や生徒手帳，制服姿など軽い気持ちでアップしたとみられる画

像も少なくないという。 

    「全国Ｗｅｂカウンセリング協議会」（東京都）によると，全国では，

写真が加工されてわいせつな画像に使われたり，個人名から父親の仕事

や自宅の住所を調べられ公開されたりした事例もある。当協議会理事長

は「ネットに掲載することは，全世界にさらすのと同じだということを

忘れないでほしい」と強調する。 

南日本新聞（2016 年７月 24 日付） 

  ■交流サイト 子ども被害最多８８９人 ツイッターが２割 

    今年上半期（１月～６月）に出会い系以外の交流サイトを利用して犯

罪の被害に遭った 18 歳未満の子どもは前年同期比 93 人増の 889 人で，

統計を取り始めた 2008 年以降，上半期で最多だったことが 20 日，警察

庁のまとめで分かった。被害者のうち 852 人（95.8％）が女性だった。 

    警察庁は主なサイトを７分類して分析。最も被害が多かったのは， 

複数交流型のツイッターで 180 人（20.2％），次いで 

チャット型の「ぎゃるる」が 78 人（8.8％）， 

複数交流型のＬＩＮＥ（ライン）が 63 人（7.1％）など。 

    警察庁は「自主的な被害対策が十分ではないサイトで被害が増加して 

いる」として，事業者側に被害防止策の強化を働き掛ける方針。 

    サイト被害の罪種別では，淫行などの青少年保護育成条例違反が 348

   人（39.1％），児童ポルノ 268 人（30.1％），児童買春 225 人（25.3％）。 

    容疑者と会った被害者の４割以上が「金品目的」など援助交際に関連 

する理由だった。 

    年齢別では，17 歳が最多の 227 人（25.5％）で，16 歳が 222 人（25.0％）， 

14 歳が 164 人（18.4％）と続いた。11 歳以下も 11 人おり，うち３人は 

強姦の被害者。最年少は児童ポルノの被害に遭った９歳女児。 

    有害サイトへの接続を制限する「フィルタリング」の利用状況が判明 

した 738 人のうち 647 人（87.7％）は利用していなかった。 

    出会い系サイトの被害は減少傾向が続いており，前年上半期の半減近 

   い 22 人だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南日本新聞（2016 年 10 月 21 日付） 

生徒指導部だより 

種子島中央高等学校生徒指導部１１月号 

平成２8 年 11 月 25 日 至
し

  誠
せ い

 


